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明日も、平和に生きるため。 

戦争はどうしていけないのか、考えたことはありますか。 

戦争には、国同士の争いや資源の奪い合いなど、様々な原因があります。しかし、戦争の結

果、何かを得られたとしても、その代償にはあまりにも多くの犠牲が伴います。 

多くの犠牲…。それは自分の家族や大切な人かもしれません。自分の家族が、明日から突然

いなくなってしまうとしたら？温かい食卓を囲み、何気ない会話を交わしていた大切な人が、

ある日突然、二度と帰らぬ人になってしまったら？  

現代であれば「悲しい」「つらい」と考えるのが当然だと思います。もしかしたら「戦争が憎

い」とも思うかもしれません。しかし、日本の戦時中は、国中が戦争に巻き込まれ、たとえ悲

しくても、つらくても、自分の意思で生き方を選ぶことができない状況でした。 

１９４５年の終戦から今年で８１年が経ち、戦争を体験した世代は年々少なくなっているな

か、毎年８月には多くの戦争特集がテレビで放送されます。画面の向こう側の出来事を、どれ

だけの人が自分に関係のあることとして受け止めているでしょうか。戦争中にどのようなこと

があったかを知ることも大切ですが、一番大切なことは、映像を見て自分がどのように感じた

か、自分自身で戦争について考えるきっかけを作ることです。 

 

絵本『トットちゃんの１５つぶのだいず』では、トットちゃんこと、俳優の黒柳徹子さんが

実際に体験した戦争のお話が描かれています。戦争中、食料の調達が困難になり、ある日の食

事は「１５つぶのだいず」だけになってしまいました。茶封筒に入った１５つぶのだいずを持

ち、トットちゃんはその日をどのようにして乗り越えたのか。戦争の現実が描かれている絵本

です。 

 

戦争で大切な人がいなくなり、日常を壊されてしまった人はたくさんいます。そして、戦争

の傷跡は、何十年にもわたって決して癒えることはありません。 

だからこそ、私たちは過去の歴史を風化させてはならないのです。戦争

について学び、「平和を守り抜くこと」の重みを一人ひとりが心に刻むこ

と。それこそが、今を生きる私たちの責務ではないでしょうか。 

平和な毎日をしっかりと歩み、二度と同じ過ちを繰り返さない未来を、

私たちが確実に作っていかなければなりません。 
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今月の新刊（一般書） 

「書窓」第 1号 
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今月の新刊（児童書） 
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